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再　豊かな人間関係を保つ
買「心のかようまちづくり」

生涯学習の推進

市民の学習意欲が年々高まる中で、

本市では年間延べ約44万人の方々が、

公立公民館等において生涯学習に取

り組んでいますe　また、貸館等の利

用者を含めると延べ約67万人に達し

mm

本格的な生涯学習社会の到来する

中で、社会の変化や市民のニーズに

的確に対応する生涯学習の総合的・

効果的な推進を図るため、平成4年

8月、熊本市生涯教育基本調査委員

会から「熊本市における生涯教育推

進方策」について3項目にわたり提

言を受けました。

この提言をふまえ、本市が先に策

左した21世紀を展望した「基本構想」

「基本計画」における生涯学習の諸

施策について取り組んでいます。

公民館

寺田施設の中央公民館と各地域に

複合施設として、西部、南部、東部、

龍田、託麻、幸田、清水、秋津、入

江、花園、北部、飽口]、五福公民館

の合わせて14の公立公民館があー上

また北部公民館に北部東、西里の2

つの分館があります。

・

/

/

"

・

地域公民館での伝承遊び

このほか、市民の身近な生涯学習

の場である地域公民館(公民館類似

施設)が414館あl上　それぞれ地域

の特色を生かした様々な活動を展開

しています。

博物館

熊本城三の丸地区にある博物館は、

自然・人文・理工科学閥係資料約

5,000点を展示し、これに最新のプ

ラネタリウムを併設した県内唯一の

総合博物館です。

また、資料収集・調査等を行うと

ともに教育普及活動として「考古学

講座」をはじめとする各種学習講座

の開設、特別展示会を開催するなど

多くの人々に利用されています。

平成8年度は「化石にみる熊本の

おいたち展」の特別展を開催し好評

を得ましたO

人権啓発

わたしたちはだれもが、 「幸せに生

きたい」という願いをもっています。

E]本国憲法も、すべての国民は生ま

れながらに、生命・自由及び幸福追

求に対する権利を有し法のトに平等

であることを保障していますD

しかし、今日なお、部落差別をは

じめ、障害者差別・性差別・外国人

差別さらには子どもの人権の軽視な

ど、一口も早く解決しなければなら

_ない人権問題が存在していますO

なかでも、部落差別は日本社会の

歴史的発展の過程においてつくりだ

された不合理な差別です。結婚など

をめぐっては、今なお根強い差別が

あり、深刻な問題ですO

本市では、これらの解決は行政の

責務であり、かつ市民一人一人の課

題であ`ると受けとめ、差別の解消と

人権の確立に向けて積極的に取り組

明aiisa

具体的には、市民一人一人が「美

しいものを美しいとわかる心」 「人の

いたみを自分のものとして受けとめ

られる′L、」 「個性を認め人権を藩垂す

る心や態度」などを身につけ、それ

らを[】常生活で生き方として実践で

きるよう、研修会や講演会の開催、

啓発資料の作成、さらにはHI政だよ

りの発行等を通して、市民生活のさ

まざまな場で教育・啓発にノ」をいれ

ansa
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豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

21ft璃己を担う青少年が心身ともに

健やかに育つよう、家庭・地域社会

・学校が連携を取りながら、 I-一体と

なって取り組む必要があります。

1.健全育成活動の推進
1・・・-:蛇r ':・'・・..,'','‥　,r-,ili∴

るため、家庭教育の充実や青少年卜Jl

体の育成に力を入れ、指導者の充実

V　|1・-・?蝣- .'、k'lt.蝣"'*ブ.o主一上-L　奴,t

後に保護を受けられない児童のため

の児童育成タラ7甘)開設、青少年補

導センターやヤングテレホンの充実

と健全育成環境づくりに積極的に取

り組んでいます,,

2.青少年施設の整備充実と交流の

推進

「金峰山少年自然の家」、阿蘇大観

峰の麓にある「あそ教育キャンプ場」、

出水2丁目に「総合体育館・青年会

館」、新町2丁目に子どもたちが遊び

二二~~:亨!■■

- ~二サ=.i.-.-.'サ.-ー　二
tL　ヽ1 ■-

}王二十二--　~二. ?
二＼( . "　ォ・

.蝣Ifc′

J■

〃細
・、　、

蝣蝣9サ

バ亡コ

叫一

みんなで作った楽しい食事

(あそ教音キャンプ場)

」・掠.ふ}キミ..らtttwftG豆、　　　∴・∴・.. _-洛fesrt'wSS;'?,,,-上錨,ん　よっ,,( ち , ,.LJ

・学び・集う機能を通しなからf:「主

性や別造性、豊かな感性や思し、やり

の心を養うことのできる「J'-ども文

化会館」かあります。

また、杵林市やサンアントニオiff.

-イデルベルク1hLの友ォ蝣一姉妹都市と

の青少年相互交流、交換留学、文化

スポーツ交流、さらに中南九州各市

に中学/li訪問団の派遣、また、 tett-

「机二小学生訪問川の派遣など国際・

両l年<i'ii;二L 'ji- ¥>.iていまIJL
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HAPPINESS

KUMAMOTO
豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

人づくり基金

熊本市では、平戊元年の市制施行

100周年を記念して、市民各層から

寄せられた多額の浄財とふるさと創

生資金をもとに「熊本市制100周年

記念人づくり基金」を創設しました。

この人づくり基金は、来るべき21

世紀に向けて、熊本市が更に飛躍・

発展するために、様々な分野で指導

者として活躍する、創造性豊かな人

材を育成することを目的とし、社会

の各分野で横棒的に貢献する個人・

団体を対象に、平成3年度から毎年

2回(前期2月、後期8月)の募集

を行っていますo

平成8年度には前後期合わせて29

件の申し込みがあり、 11件の個人の

方々が援助を受け、様々な研修・研

究活動を行いました。

これまで98件の熱意ある個人・団

体の方々が援助を受け、それぞれの

分野で研鎖を積み、ふるさと熊本の

ため、素晴らしい活躍をしています。
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豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」
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消費者センター

私たちのくらしは今、国際化、規

制緩和、高度情報化、そして高齢社

会の到来という社会情勢の中にあり

*t.

このような情勢の中で、私たち消

費者は、毎日のくらしを真剣に見つ

め、より一層の「確かな選択」をす

ることによって"真に豊かなゆとり

のあるくらし"を自ら築き上げて行

かなければなりません。

我が国では、昭和43年に「消費者

保護基本法」が定められ、その中に

消費者の役割として、

①みずからすすんで消費生活に関す

る必要な知識を得ること

②自主的かつ合理的な行動に努める

こと

が定められています。

消費者センターでは、市民のみな

さんの生活をより安全に、より豊か

にするため、各種講座の開催などの

啓発事業や、消費生活に関する情報

の収集・提供、また消費者団体の育

成などに積極的に取り組んでいます。

消費生活相談コーナー

消費生活に関する相談窓口を開設

し、苦情や問合せにおこたえしますO

平成7年度に消費者センターに寄

せられた消費生活相談は2,811件で、

10年前に比べ約2.5倍に増えていま

す。
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本市では、 21J帰己に向けてw生と

如*が平等な立場で、あらゆる分野

に参画しともに協力して支えあう社

会『男女共同参画社会』の実現をLj

指し、 「くまもとill女性プラン」を策

定L、 lJl女平等施策、特に女性問題

を解決するための施策を、総合的・

計画伸二推進しています。

地域等での出前講座の実施や市民

参加型イベント「くまもと女性フォ

ーラム」の開催、情報誌「はあもに

いJ畑蝣f'tllll r^'gi主vr,IlljL‥　-㍗

/<!Ll,]?iiiiinfii.il　仕奈恥'i.・If吊

を損正すための学習・再発に力を入

れるととい二、女性のノし材育成と.5

用のための女性リーグ-の養成及び

活動支援を行ない、加えて女性の視

点をあらゆる分野に反映させるため

審議会等-の女性の登用を推進して

います。また、女性の活動の支援と

ネットワ-クづくりを進めるため、

I!I　　　　　　ニーHr　　・t(　~い

・ォp

熊本市総合女性センター

別生も女性も共にいきいきと暮ら

す、調和のある蝣iff民社会の実現を目

指して、男女の白¥'l'_や社会参画のた

めの活動と交流の拠点として、また

市民文化振興の拠点施設として中戊

2年,1日オープン以来112万人(平成

9年1月現在)を越える方々にご利

川いただいております,_,センタ-で

は、女性を取り巻く社会問題を解決

するために、講演会やセミナーの開

mT-~「「千丁iTM澗Tて~~~T手管平瑠璃T~ lip
HAPPINESS

催、相談室の設置、また、女性に関

する情報の収集提供等をとおし、あ

らゆるライフステ-ジにおける女性

の生き方を応援しています。また、

センターから生まれる文化と人をrj

指して、地域に根ざしたいろいろな

文化振興事業を展開しています。

くまもと女性フォ-ラム'96

子供ミュージカル「じぶんらしさってなんだろう」

'

.
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21性紀に向けて、 Ill;界に開かれた

交流拠点都市を目指す本市は、友好

姉妹都市の中国・桂林市、アメリカ

・サンアントニオIJ.ドイツ・-イ

テルベルク市をはじめ諸外国と経済、

文化、芸術、スポーツなどさまざま

な分野で活発な交流を続けてきまし
>N

特に、アジア-の玄関口という地

理的条件に加え、中国を中心とした

アジア諸国の急速な経済発展を背景

に、同地域-の関心が高まる中、将

来に亘る友好関係促進の契機とする

ため平成9年2月にアジアネットワ

ークフォーラムを開催しましたo

また、市民と在熊外国人との触れ

合いの場、情報提供サービス等の拠

点施設として平成6年9月にオ-プ

ンした国際交流会館を中心に、市民

レベルでの交流推進や在熊外国人へ

のサービスの充実に努めています。

世界的にボーダレス化が進む中、

自治体レベルでの国際化の必要性は、

益々増大するものと予想され、 ifi民

の方々の埋解と協力を得ながら積極

的なLl際交流を推進してまいります。

友好・姉妹都市締鯖年月日

桂林市(友好都心)

1979年(昭和54年) 10月1日

こ　　ら　玩麻琵国頭葦翌　四国白ョョms^mB--iBm>m...-*」*s!!サ�"Mmaa糾日　出hH加配酬　　　　　　Tn勅題　hy l　　も　　　　-

サンアントニオ市(姉妹都市)

1987年(昭和62年) 12月28日

-イデルベルク(友好都市)

1992年(平成4年) 5月19円

中国・桂林市

我が国と　一衣帯水の間柄にある隣

国・中国桂林市とは、昭和54年10月

の友好郡市締結以来、様々な分野に

亘り友好交流を展開しています。

平成8年度は、熊本I~h「友好代表団

をはじめ、市民友好の嚢や高校生友

好訪問団を派遣し、桂林市からは留

学生や文化交流団を受け入れるなど

相互理解と友情を深めました。

また、 10月に梓林新凶際空港が開

港し、国際的観光都市である桂林市

のさらなる発展が期待されており、

両市の交流も益々ifi発になるものと

予想されます。

アメリカ・サンアントニオ市

昭和62年の姉妹都市締結以来、教

育、医療、スポーツ、経済等の分野

において、活発な交流活動を進めて

用ESfl

このような中、平成8年にはサン

アントニオ市友好代表団を受け入れ、

今後の交流についての協議を行うと

ともに、少年野球親善訪問団の派遣、

大学・高校の留学生の相再派遣等、

様々な人的交流を行い相互理解を深

めました。また、サンアントニオ市

の最先端医療技術を習得するため、

医師や看護婦の研修派遣も継続して

寺トつています。

今後も、多種多様な交流事業を行

い、両市の緋をさらに深めてまいi)

ISl

ドイツ・ハイデルベルク市

平成4年5月、 30年近くに日工リ育

まれてきた友情が実り、 「平和と環境

に対する共通の責任」を理念とする

友好都市の盟約を結びました。

以来、同市とは、医師・看護婦等

医療関係者の相互派遣をはじめ、環

境保護のワ-クショップへの参加、

青少年交流訪問団や少年サッカー親

善訪問団の相互派遣等の事業を行う

など各分野において交流を深めてき

まし>

平hit8年度には、 -イデルベルク

市での同市800年祭の開催に伴い、

熊本市民友好の翼や熊本市青少年-

イデルベルク市親善訪問団を派遣す

るとともに、当地にて熊本展を開催

し、更なる市民レベルでの交流の促

進を図りました。

. '*・、。訂′
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国際交流会館

本rtiの国際交流の拠点施設として、

・ド収6年9>!1 1にオープンした熊

本IiWI襟交流会館は、 4ヶ国語同時

通.y>こ機能を備えたw際会議室とホー

ルや、 Ih'比とt:熊外国人とのふれ合

いの場で、国内外の様々な情報を蓄

積した交流ラウンジ、研修室、会議

圭、レストラン、史には健康づくり

こOfめのアスレチックジムなどの設

備をもち、 IL引祭的なシンポジウム、

溝I'M会や芥種会議会合等に幅広く利

用されています。

また、会館の管理運営を委託され

/j (W)熊本~r帥三l際交流振興事業川(よ

この施設をrf'心に、 H本文化や海外

事I,1日二-,L、こ-'V　吊寸W-こサーヒ

iiij '4昔I Jいbill】会や/Mi旨叶い.川."1/_・o

蝣v|-.i'ir;tiu、 L川;F.リT冊'4r>fz ^i:!1.品座

の開催をはじめ、市民友好の翼の派

遣など、多彩な事業を実施しなから

地域の国際化の醸成をmっています。

国際交流会館

蝣　蝣*v'.「■■■葛

十'一子:票讐撃喝「~、~-　∴t　∴~至
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HAPPINESS

KUMAMOTO
・豊かな人間関係を保つ

「心のかようまちづくり」

i

熊本市では、地域における人と人

とのふれあい、交流を活発にL地域

の活性化・再生を図ることを目的に、

市民の創意工夫による自発的で二主体

的なまちづくり活動を応援していま

すO

まちづくり委員会

現在、市l軸二79ある小学校の校区

を単位として、住比の新たな発想に

‥-　サ.・.サ'∴_、...‥　∴二　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日.

よる地域の特性を活かしたまちづく

り活動を行う住民組織「まちづくり

委員会」を順次設置していただくこ

とを目標としています。

まちづくり活動の支援

市では、まちづくり講演会の開催

や手引書・ポスターの作成・配布な

どの広幸臣啓発活動をはじめ、活動

費の助成、指導者・助言者の紹介や

交流の場の設定、まち-)くL月l用lや
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たします。
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づくり委員会が発足し、それぞれの

地域の特色を活かしたテーマに基づ

いた活動が展開されていますC


